
　川口市議会平成27年12月定例会にて、初めてとなります一般質問を
させて頂きました。議場からも「満員御礼」の声があがり緊張しながらの
質問でございましたが、市長をはじめとする執行部の皆様より大変重い
答弁を頂きましたので数項目をご報告させて頂きます。
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⑴新郷スポーツセンター、
新郷南公民館の耐震改修事業について
　これまでは、雨漏り修理・トイレ改修・ボイラーの交換・エレベーター
設置などお願いしてきましたが、現在の耐震改修事業の状況をお伺い
いたします。

　新郷スポーツセンター、新郷南公民館につきましては、平成25
年度に耐震診断を実施し、全面的に補強が必要な施設であるとの

結果でございました。
　こうしたことから、現在、耐震補強及びボイラー設計等、今年度の着
手に向け準備を進めており、多目的トイレやエレベーター設置を含め
た改修につきましても、設計に反映させて参りたいと存じます。
　なお、耐震補強工事のスケジュールにつきましては、平成29年1月の
着工を予定しております。
→　以上のような部分的な修繕の答弁でしたので、最後に私か
ら一般の市民が驚くような大改修を重ねてお願いさせて頂
きました。

質問 地域の公共施設について

答弁

部分的な修繕ではなく大改修をお願いしました。
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　⑴飲食店の営業許可申請の際、事業系ゴミの契約書の提出をしては
いかがか。

　地域の実情を把握した上で、議員ご提案の提出書類の事例を含
め、関係機関及び関係部局と協議しながら、必要な条例等の制定

に向け準備して参ります。
　⑵新保健所の職員の確保の見通しについてどの様にお考えでしょうか。

　将来につきましては、市職員による自立した運営を目指し、段
階的に埼玉県からの職員派遣を解消できるよう、計画的な専門職

員の確保と育成に努め、全力で取り組んで参る所存であります。

質問 新設保健所について

答弁

⑵新郷地区東部地域への公共施設新設について
空きテナントを利用した文庫の設置や移動図書館のステーショ

ンの設置を要望いたしますが、どのようにお考えでしょうか。
　これまで、榛松地区には、平成5年から平成12年まで、移動図書
館のステーションを設置し、サービスの提供をしてまいりました
が、利用者が減少したことにより廃止に至った経緯がございます。

　しかしながら、移動図書館を廃止しましてから15年が経過し、平成
20年の区画整理事業により人口も微増となっておりますことから、議
員ご提案の空きテナントを利用した文庫や移動図書館のステーション
設置などの可能性について、調査・研究して参りたいと存じます。

答弁

質問

市長
答弁

　今後、土地区画整理事業を推進するために見直しも含め何か検討さ
れている事はございますでしょうか。

　各事業区とも今まで以上、更に現道を活かし移転家屋を減少す
る事や、広めの種地を確保し仮設住宅を新たに建設する事で集団
移転を促進させるなど、事業の見直しを行いながら、関係する地

域の皆様のご理解、ご協力を頂き、事業進捗を図るための様々な手法を
検討し更なる推進に努めて参る所存であります。
→と市長より事業見直しのご答弁を頂きました。

質問 区画整理推進方策の見直しについて

市長
答弁
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　日本経済・郷土川口をお支え頂いてきたご高齢者の皆さんの更なる
健康・ご長寿を願い設置をお願い出来ませんか。

　本市においても、累計で36公園に150基が設置されており、
今後も引き続き、地元町会等地域の皆様のご要望を踏まえ、設置

拡充に努めて参りたいと存じます。

質問 公園への健康器具の設置推進について

答弁

　本市においても、無届けで運営している施設に対しての指導を徹底
すべきと考えますがいかがお考えでしょうか。

⑴市内の無料低額宿泊所等の設置状況について
　社会福祉法の届出を行い運営されている無料低額宿泊所は、平

成27年12月1日現在、５ヶ所166人が生活保護を受給しております。
また、無届施設は、同じく１ヶ所85人が受給しております。

⑵市の無届施設に対する取り組みについて
　平成27年４月、国より届出のない施設も県の指導対象に含むことが
明確に示されたことから、県が先月30日に実地調査を行い、市もこれ
に同行したところでございます。今後も県との連携を図りながら、適切
な指導を実施して参ります。

質問 無届けで運営される無料低額宿泊所について

答弁

　市内に残る銘木・古木を今後長きに渡り保全していくために保全樹
木としての指定の推進とその保全に必要かつ見合った費用の助成をし
てはと考えますがいかがお考えでしょうか。

　緑のまちづくり推進条例施行規則の基準に該当する樹木を保
存樹木として指定し、緑の維持保全に努めております。

　また、保存樹木の多くは長い歴史の上に成長し規模も大きく、維持管
理が困難な場合があることも認識しております。このため、市内に残る
貴重な樹木を今後も末永く維持保全するための維持管理経費の助成の
充実についても検討して参りたいと存じます。

質問 保存樹木の指定の推進について

答弁
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・川口の経済について　・防犯カメラ設置について
・下水道の事業計画について　・公共交通バスについて
・狭あい道路の解消について

質問

⑴辰井川の改修事業の今後について
㋐来年度以降、市において予定されている事業について

　現在施工中であります新郷東部第２土地区画整理事業と調整を図っ
て進めている辰井川上流部の浸水対策として、新郷用水から新郷多目
的遊水地へ雨水を直接流入させる工事を予定しております。
㋑来年度以降、市と県で連携して行われる事業について
　平成28年度に新設人道橋の工事とその周辺の護岸整備を実施し、平
成29年度に既設人道橋の撤去とその上下流部の護岸整備を進める予
定でございます。
⑵貝塚落しの整備について
　峯地内における浸水対策として、県道吉場安行東京線にバイパス水
路を整備し、浸水被害の軽減を図って参りました。
　今後につきましては、埼玉県において計画されている都市計画道路
鳩ヶ谷流山線の整備と連携し、種々方策を研究して参りたいと存じます。

質問 治水問題について

答弁

他、以下の件につきましても質問をさせて頂きました。


